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(57)【要約】
【課題】緊急データの伝送を保障することができる緊急
データのためのスロット割り当て方法を提供する。また
、緊急データの伝送を保障することができる緊急データ
のためのスロット割り当て方法を用いた緊急データ伝送
方法を提供することである。
【解決手段】本発明の一実施例による緊急データのため
のスロット割り当て方法は、スーパーフレームの開始を
表すビーコン区間、競合してデータを送信する競合アク
セス区間（ＣＡＰ）及び競合せずにデータを送信する競
合自由区間（ＣＦＰ）を含んで構成される前記スーパー
フレーム内に緊急データのためのスロットを割り当てる
段階、及び前記緊急データのためのスロット割り当て情
報をノードに提供する段階を含んで構成されることがで
きる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スーパーフレームの開始を表すビーコン（Beacon）区間、競合してデータを送信する競
合アクセス区間（ＣＡＰ：Contention Access Period）及び競合せずにデータを送信する
競合自由区間（ＣＦＰ：Contention Free Period）を含んで構成される前記スーパーフレ
ーム内に緊急データのためのスロットを割り当てる段階、及び
　前記緊急データのためのスロット割り当て情報をノードに提供する段階
　を備えたことを特徴とする緊急データのためのスロット割り当て方法。
【請求項２】
　前記緊急データのためのスロットは、前記競合自由区間（ＣＦＰ）内に割り当てられる
ことを特徴とする請求項１に記載の緊急データのためのスロット割り当て方法。
【請求項３】
　前記緊急データのためのスロットは、前記競合自由区間（ＣＦＰ）が前記活性区間内に
割り当てられることを特徴とする請求項２に記載の緊急データのためのスロット割り当て
方法。
【請求項４】
　前記緊急データのためのスロットは、前記ノードに競合してデータを送信する方法で用
いられることを特徴とする請求項２に記載の緊急データのためのスロット割り当て方法。
【請求項５】
　前記緊急データのためのスロットは、前記ノードにＣＳＭＡ／ＣＡ（Carrier Sense Mu
ltiple Access with Collision Avoidance）方法で用いられることを特徴とする請求項４
に記載の緊急データのためのスロット割り当て方法。
【請求項６】
　前記緊急データのためのスロットは、複数個に割り当てることができることを特徴とす
る請求項１に記載の緊急データのためのスロット割り当て方法。
【請求項７】
　前記複数個の緊急データのためのスロットのうち一つのスロットのみが複数個のスーパ
ーフレームに夫々割り当てられることを特徴とする請求項６に記載の緊急データのための
スロット割り当て方法。
【請求項８】
　スーパーフレームの開始を表すビーコン区間、競合してデータを送信する競合アクセス
区間（ＣＡＰ）及び競合せずにデータを送信する競合自由区間（ＣＦＰ）を含んで構成さ
れる前記スーパーフレーム内の緊急データのためのスロット割り当て情報の提供を調整者
（Coordinator）から受ける段階、及び
　前記緊急データが発生した場合、前記緊急データのためのスロット割り当て情報による
前記緊急データのためのスロットを用いて、緊急データを調整者に伝送する段階
　を備えたことを特徴とする緊急データ伝送方法。
【請求項９】
　前記緊急データのためのスロットは、前記競合自由区間（ＣＦＰ）内に割り当てられる
ことを特徴とする請求項８に記載の緊急データ伝送方法。
【請求項１０】
　前記緊急データのためのスロットは、前記競合自由区間が前記活性区間内に割り当てら
れることを特徴とする請求項９に記載の緊急データ伝送方法。
【請求項１１】
　前記緊急データのためのスロットは、複数個に割り当てられることができることを特徴
とする請求項８に記載の緊急データ伝送方法。
【請求項１２】
　前記複数個の緊急データのためのスロットのうち一つのスロットのみが複数個のスーパ
ーフレームに夫々割り当てられることを特徴とする請求項１１に記載の緊急データ伝送方
法。
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【請求項１３】
　前記複数個の緊急データのためのスロットは、複数のスーパーフレームのうち何れか１
つに少なくとも１つのスロットに割り当てられることを特徴とする請求項１１に記載の緊
急データ伝送方法。
【請求項１４】
　前記緊急データを調整者に伝送する段階は競合してデータを送信する方法で用いられる
ことを特徴とする請求項８に記載の緊急データ伝送方法。
【請求項１５】
　前記緊急データを調整者に伝送する段階は、ＣＳＭＡ／ＣＡ方法で前記ノードに用いら
れることを特徴とする請求項１４に記載の緊急データ伝送方法。
【請求項１６】
　前記緊急データ伝送に失敗した場合、前記緊急データを前記調整者に再伝送する段階を
さらに含むことを特徴とする請求項８に記載の緊急データ伝送方法。
【請求項１７】
　前記緊急データを前記調整者に再伝送する段階は、前記緊急データのためのスロットを
用いて前記緊急データを再伝送することを特徴とする請求項１６に記載の緊急データ伝送
方法。
【請求項１８】
　前記緊急データを調整者に再伝送する段階は、前記競合アクセス区間（ＣＡＰ）を用い
て前記緊急データを伝送することを特徴とする請求項１６に記載の緊急データ伝送方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は緊急データのためのスロット割り当て方法及びそれを用いた緊急データ伝送方
法に関し、さらに詳細には、緊急データの伝送を保障することができる緊急データのため
のスロット割り当て方法及びそれを用いた緊急データ伝送方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のＩＥＥＥ８０２．１５．４標準に基づいたビーコン駆動（Beacon-enabled)モー
ドでスーパーフレームに割り当てられたタイムスロットの種類には、競合方式の競合アク
セス区間（ＣＡＰ：Contention Access Period）と非競合方式の競合自由区間（ＣＦＰ：
Contention Free Period）がある。
【０００３】
　従って、従来のスーパーフレーム構造下で、もしノードが競合アクセス区間を用いて緊
急メッセージまたはデータを伝送する場合には、競合アクセス区間で発生する多様な種類
のデータ（チャンネル割り当て要求など）の伝送頻度が高いため、ノードが緊急メッセー
ジまたはデータを伝送する場合、伝送失敗の危険性が高くなり、多数のノードが緊急メッ
セージまたはデータを１秒以内に伝送されるように規定したＩＥＥＥ８０２．１５．６Ｗ
ＢＡＮ規格の要求事項を満たした状態で緊急メッセージまたはデータを伝送することに限
界がある。
【０００４】
　また、競合自由区間を用いる場合をみると、競合自由区間に割り当てられる保障タイム
スロット（ＧＴＳ：Guaranteed Time Slot）数の制限によって多数のノードに非競合方式
でタイムスロットが割り当てられることに問題があった。
【０００５】
　従って、緊急メッセージまたはデータ伝送による伝送失敗の危険を減らすと同時に、多
数のノードに競合自由区間の保障タイムスロットを割り当てることができる方法がＩＥＥ
Ｅ８０２．１５．６ＷＢＡＮ規格の環境で求められるようになった。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】韓国特許第２００８－００９２７７３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は緊急データの伝送を保障することができる緊急データのためのスロット
割り当て方法を提供することである。
【０００８】
　本発明の他の目的は緊急データの伝送を保障することができる緊急データのためのスロ
ット割り当て方法を用いた緊急データ伝送方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述の本発明の目的を達成するための緊急データのためのスロット割り当て方法は、ス
ーパーフレームの開始を表すビーコン区間、競合してデータを送信する競合アクセス区間
及び競合せずにデータを送信する競合自由区間を含んで構成される前記スーパーフレーム
内に緊急データのためのスロットを割り当てる段階、及び前記緊急データのためのスロッ
ト割り当て情報をノードに提供する段階を含んで構成されることができる。
【００１０】
　ここで、前記緊急データのためのスロットを割り当てる段階は前記ノードの要請によっ
て遂行されることができる。
【００１１】
　ここで、前記緊急データのためのスロットは前記競合自由区間内に割り当てられること
ができる。
【００１２】
　ここで、前記緊急データのためのスロットは、前記競合自由区間が前記活性区間内に割
り当てられることができる。
【００１３】
　ここで、前記緊急データのためのスロットは前記ノードに競合してデータを送信する方
法で用いられることができる。
【００１４】
　ここで、前記緊急データのためのスロットは前記ノードにＣＳＭＡ／ＣＡ（Carrier Se
nse Multiple Access with Collision Avoidance)方法で用いられることができる。
【００１５】
　ここで、前記緊急データのためのスロットは複数個に割り当てることができる。
【００１６】
　ここで、前記複数個の緊急データのためのスロットのうち一つのスロットのみが複数個
のスーパーフレームに夫々割り当てられることができる。
【００１７】
　上述の本発明の目的を達成するための緊急データのためのスロット割り当て方法を用い
た緊急データ伝送方法は、スーパーフレームの開始を表すビーコン区間、競合してデータ
を送信する競合アクセス区間及び競合せずにデータを送信する競合自由区間を含んで構成
される前記スーパーフレーム内の緊急データのためのスロット割り当て情報の提供を調整
者（Coordinator)から受ける段階、及び前記緊急データが発生した場合、前記緊急データ
のためのスロット割り当て情報による前記緊急データのためのスロットを用いて、緊急デ
ータを調整者に伝送する段階を含んで構成されることができる。
【００１８】
　ここで、前記スーパーフレーム内に緊急データのためのスロット割り当てを要請する段
階をさらに含んで構成されることができる。
【００１９】
　ここで、前記緊急データのためのスロットは前記競合自由区間内に割り当てられること
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ができる。
【００２０】
　ここで、前記緊急データのためのスロットは、前記競合自由区間が前記活性区間内に割
り当てられることができる。
【００２１】
　ここで、前記緊急データのためのスロットは複数個に割り当てられることができる。
【００２２】
　ここで、前記複数個の緊急データのためのスロットのうち一つのスロットのみが複数個
のスーパーフレームに夫々割り当てられることができる。ここで、前記複数個の緊急デー
タのためのスロットは、複数のスーパーフレームのうち何れか1つに少なくとも１つのス
ロットに割り当てられることできる。
【００２３】
　ここで、前記緊急データを調整者に伝送する段階は競合してデータを送信する方法で用
いられることができる。
【００２４】
　ここで、前記緊急データを調整者に伝送する段階はＣＳＭＡ／ＣＡ方法で前記ノードに
用いられることができる。
【００２５】
　ここで、前記緊急データ伝送に失敗した場合、前記緊急データを前記調整者に再伝送す
る段階をさらに含むことができる。
【００２６】
　ここで、前記緊急データを前記調整者に再伝送する段階は、前記緊急データのためのス
ロットを用いて前記緊急データを再伝送することができる。
【００２７】
　ここで、前記緊急データを調整者に再伝送する段階は、前記競合アクセス区間を用いて
前記緊急データを伝送することができる。
【発明の効果】
【００２８】
　上記のような緊急データのためのスロット割り当て方法及びそれを用いた緊急データ伝
送方法によると、使用頻度が高い競合アクセス区間（ＣＡＰ)を避けながら、別の緊急デ
ータのためのスロットの割り当てを受け、ノード間の競合方式で用いられるようにするこ
とで、一つの緊急データのためのスロットで多数のノードが用いられるようにすることが
できる。特に、競合方式による伝送失敗の危険性はあるが、一般的に緊急メッセージなど
の発生頻度が高くないため、伝送失敗を避けながらも多数のノードに緊急データのための
専用スロットを提供することと似通った効果を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の一実施例による緊急データのためのスロット割り当て方法を説明するた
めのフローチャートである。
【図２】本発明の一実施例による緊急データのためのスロット割り当て方法を説明するた
めの例示図である。
【図３】本発明の一実施例による緊急データのためのスロット割り当て方法を用いた緊急
データ伝送方法を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　本発明は多様な変更を加えることができ、様々な実施例を有することができて、特定実
施例を図面に例示して詳細に説明する。しかし、これは本発明を特定の実施形態に対して
限定しようとするのではなく、本発明の思想及び技術範囲に含まれる全ての変更、均等物
乃至代替物を含むと理解されるべきである。
【００３１】
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　「第１、第２」などの用語は多様な構成要素を説明するために用いられることができる
が、これら構成要素は用語によって限定されてはならない。用語は一つの構成要素を他の
構成要素から区別する目的にのみ用いられる。例えば、本発明の権利範囲を外れないなが
ら第１構成要素は第２構成要素に命名されることができて、類似に第２構成要素も第１構
成要素に命名されることができる。「及び／または」という用語は複数に係わって記載さ
れた項目の組合または複数に係わって記載された項目のうち何れかの項目を含む。
【００３２】
　ある構成要素が他の構成要素に「連結されている」または「接続されている」と言及さ
れている場合は、その他の構成要素と直接的に連結または接続されていることもできるが
、その間に他の構成要素が存在することもできると理解されるべきであろう。反面、ある
構成要素が他の構成要素に「直接連結されている」または「直接接続されている」と言及
された場合には、その間に他の構成要素が存在しないと理解されるべきであろう。
【００３３】
　本出願で用いる用語は、ただ特定の実施例を説明するために用いられたものであり、本
発明を限定しようとする意図ではない。単数の表現は文脈上明白に異なって意味しない限
り、複数の表現を含む。本出願で、「含む」または「有する」などの用語は明細書に記載
された特徴、数字、段階、動作、構成要素、部品またはこれらの組み合わせが存在するこ
とを指定しようとするものであり、一つまたはそれ以上の他の特徴や数字、段階、動作、
構成要素、部品またはこれらの組み合わせの存在または付加可能性をあらかじめ排除する
ものではないと理解されるべきである。
【００３４】
　他に定義されない限り、技術的または科学的な用語を含んでここで用いられる全ての用
語は、本発明が属する技術分野にて通常の知識を有する者によって一般的に理解されるも
のと同一の意味を有する。一般的に用いられる辞典に定義されているものと同じ用語は関
連技術の文脈上有する意味と一致する意味を有すると解釈されるべきであり、本出願で明
白に定義しない限り、理想的または過度に形式的な意味で解釈されない。
【００３５】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の好ましい実施例をより詳細に説明する。本発明
を説明するにおいて、全体的な理解を容易にするために、図面上の同一の構成要素に対し
ては同一の参照符号を用いて、同一の構成要素に対して重複される説明は省略する。
【００３６】
　図１は、本発明の一実施例による緊急データのためのスロット割り当て方法を説明する
ためのフローチャートである。図１を参照すると、本発明の一実施例による緊急データの
ためのスロット割り当て方法は、スーパーフレームの開始を表すビーコン（Beacon)区間
、競合してデータを送信する競合アクセス区間（ＣＡＰ：Contention Access Period）及
び競合せずにデータを送信する競合自由区間（ＣＦＰ：Contention Free Period）を含ん
で構成されるスーパーフレーム内に緊急データのためのスロットを割り当てる段階（Ｓ１
１０）、及び緊急データのためのスロット割り当て情報をノードに提供する段階（Ｓ１２
０）を含んで構成されることができる。
【００３７】
　本発明の一実施例による緊急データのためのスロット割り当て方法は、調整者（Coordi
nator）の立場からの緊急データのためのスロット割り当て方法を説明している。
【００３８】
　まず、スーパーフレーム内に緊急データのためのスロットを割り当てる段階（Ｓ１１０
）は、ノードに緊急データが発生した場合に緊急データを伝送するためのスロットをスー
パーフレーム内に割り当てることができる。また、スーパーフレーム内に緊急データのた
めのスロットを割り当てる段階（Ｓ１１０）は、調整者が自ら緊急データのためのスロッ
トを割り当てることができて、ノードの要請によって遂行されることもできる。
【００３９】
　ここで、緊急データのためのスロットは、競合アクセス区間（ＣＡＰ）ではなく競合自
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由区間（ＣＦＰ）内に割り当てられることができて、特に、競合自由区間の活性区間（Ac
tive Period）内に割り当てられることができる。
【００４０】
　また、緊急データのためのスロットは、ノードに競合してデータを送信する方法で用い
られることができる。即ち、緊急データのためのスロットが競合アクセス区間（ＣＡＰ）
ではなく競合自由区間（ＣＦＰ）内に割り当てられたが、複数のノードが全て用いること
ができるように緊急データのためのスロットでは全てのノードが競合して緊急データを送
信することができる。
【００４１】
　なお、ノードは緊急データを競合して送信する方法のうち一つであるＣＳＭＡ／ＣＡ（
Carrier Sense Multiple Access with Collision Avoidance）方法を用いて緊急データの
ためのスロットを通じて伝送することができる。
【００４２】
　また、緊急データのためのスロットは複数個に割り当てることができる。また、複数個
の緊急データのためのスロットのうち一つのスロットのみが複数個のスーパーフレームに
夫々割り当てられることができる。
【００４３】
　即ち、緊急データのためのスロットはノードの要請によって、または調整者が自ら複数
個を割り当てることができて、複数の緊急データのためのスロットが割り当てられた複数
個のスーパーフレームを用いる場合、一つのスーパーフレームには一つの緊急データのた
めのスロットが割り当てられるようにし、一般データの伝送を効率的に保障することがで
きる。
【００４４】
　これは一つのスーパーフレーム内に緊急データのためのスロットが複数個存在すると、
一般データを伝送することができるスロットを減少させる役割をするため、一般データ伝
送に対する被害を最小化するためである。
【００４５】
　次に、緊急データのためのスロット割り当て情報をノードに提供する段階（Ｓ１２０）
は、ノードに緊急状況が発生した場合、生成された緊急データを調整者に伝送するために
、緊急データのためのスロット割り当て情報を用いることができる。
【００４６】
　例えば、緊急データのためのスロット割り当て情報によって競合自由区間（ＣＦＰ）の
一番目のスロットが緊急データのために割り当てられたスロットであることが分かり、緊
急状況が発生してそれを知らせるための緊急データを生成した場合には、スーパーフレー
ム内の競合自由区間（ＣＦＰ）の一番目のスロットを用いて生成された緊急データを調整
者に伝送することができる。
【００４７】
　図２は、本発明の一実施例による緊急データのためのスロット割り当て方法を説明する
ための例示図である。図２の（ａ)を参照すると、一般的な場合のスーパーフレームの構
成が分かる。スーパーフレームは、スーパーフレームの開始を表すビーコン、競合してデ
ータを送信する競合アクセス区間（ＣＡＰ）及び競合せずにデータを送信する競合自由区
間（ＣＦＰ）で構成されることが分かる。
【００４８】
　また、競合せずにデータを送信する競合自由区間（ＣＦＰ）は、活性区間及び非活性区
間（Inactive Period）に区分されることができる。特に、競合アクセス区間（ＣＡＰ）
ではノードが互いに競合してデータを伝送するようになり、データの伝送失敗が発生する
場合には該当データを再伝送する。
【００４９】
　一方、競合自由区間（ＣＦＰ）活性区間では、ノードごとに専用区間が割り当てられる
ことができるため、伝送失敗の恐れなくデータを安定的に伝送することができる。
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【００５０】
　図２の（ｂ)を参照すると、緊急データのためのスロットを割り当てた場合のスーパー
フレームの構成が分かる。緊急データのためのスロットを割り当てた場合のスーパーフレ
ームは、緊急データのためのスロットをスーパーフレームのどの位置にでも割り当てるこ
とができるが、特に、競合自由区間（ＣＦＰ）に割り当てられることができて、その中で
も競合自由区間（ＣＦＰ）の活性区間に割り当てられることができる。従って、緊急デー
タは伝送失敗を防止した状態で伝送されることができる。
【００５１】
　一方、緊急データのためのスロットは、複数のノードが用いることができるように複数
のノードが競合してデータを送信する方法で用いられることができる。これは、一般的に
緊急データの発生頻度が高くないため、緊急データのためのスロットを複数のノードが競
合してデータを送信する方法で用いても、伝送失敗の確率が高くないためである。
【００５２】
　図３は、本発明の一実施例による緊急データのためのスロット割り当て方法を用いた緊
急データ伝送方法を説明するためのフローチャートである。図３を参照すると、本発明の
一実施例による緊急データのためのスロット割り当て方法を用いた緊急データ伝送方法は
、スーパーフレームの開始を表すビーコン区間、競合してデータを送信する競合アクセス
区間（ＣＡＰ）及び競合せずにデータを送信する競合自由区間（ＣＦＰ）を含んで構成さ
れるスーパーフレーム内の緊急データのためのスロット割り当て情報の提供を調整者から
受ける段階（Ｓ３２０）、及び緊急データが発生した場合、緊急データのためのスロット
割り当て情報による緊急データのためのスロットを用いて、緊急データを調整者に伝送す
る段階（Ｓ３３０）を含んで構成されることができる。
【００５３】
　本発明の一実施例による緊急データのためのスロット割り当て方法を用いた緊急データ
伝送方法は、ノード（Node）の立場からの緊急データ伝送方法を説明している。
【００５４】
　まず、スーパーフレーム内の緊急データのためのスロット割り当て情報の提供を調整者
から受ける段階（Ｓ３２０）の前に、スーパーフレーム内に緊急データのためのスロット
割り当てを要請する段階（Ｓ３１０）をさらに含んで構成されることができる。即ち、ノ
ードで緊急データを送信しようとするが、いまだに緊急データのための専用スロットが割
り当てられない場合、調整者に緊急データのためのスロット割り当てを要請することがで
きる。
【００５５】
　一方、スーパーフレームは、スーパーフレームの開始を表すビーコン区間、競合してデ
ータを送信する競合アクセス区間（ＣＡＰ）及び競合せずにデータを送信する競合自由区
間（ＣＦＰ）を含んで構成されることができる。
【００５６】
　次に、スーパーフレーム内の緊急データのためのスロット割り当て情報の提供を調整者
から受ける段階（Ｓ３２０）は、スーパーフレーム内に緊急データのためのスロット割り
当てを要請する段階（Ｓ３１０）を通じたり、調整者が自ら緊急データのためのスロット
割り当て情報の提供を受けることができる。即ち、スーパーフレーム内の緊急データのた
めのスロット割り当て情報の提供を受けることによって、ノードは緊急データが発生した
場合に該当スロットを用いて緊急データを伝送することができるようになる。
【００５７】
　ここで、緊急データのためのスロットは、競合自由区間（ＣＦＰ）内に割り当てられる
ことができる。特に、緊急データのためのスロットは、競合自由区間を構成する活性区間
及び非活性区間のうち活性区間内に割り当てられることができる。
【００５８】
　また、緊急データのためのスロットは、複数個に割り当てられることができて、複数個
の緊急データのためのスロットのうち一つのスロットのみが複数個のスーパーフレームに
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夫々割り当てられることができる。また、複数個の緊急データのためのスロットは、複数
のスーパーフレームのうち何れか1つに少なくとも１つのスロットに割り当てられること
できる。即ち、一つのスーパーフレームには一つの緊急データのためのスロットのみを割
り当てるため、一般データの伝送に及ぶ影響を最小化することができる。
【００５９】
　次に、緊急データを調整者に伝送する段階（Ｓ３３０）は、緊急データが発生した場合
、緊急データのためのスロット割り当て情報による緊急データのためのスロットを用いて
伝送することができる。
【００６０】
　ここで、緊急データを調整者に伝送する段階（Ｓ３３０）は、競合してデータを送信す
る方法で用いられることができる。即ち、緊急データを調整者に伝送する段階は、ＣＳＭ
Ａ／ＣＡ方法を用いてノードに活用されることができる。即ち、緊急データのためのスロ
ットは競合自由区間（ＣＦＰ）内に割り当てられるが、緊急データのためのスロットの運
用方式は全てのノードに同等な使用権限を与えるために、緊急データのための専用スロッ
トは全てのノードが競合方式で用いるように運用されるのである。
【００６１】
　追加的に、緊急データ伝送に失敗した場合、緊急データを調整者に再伝送する段階（Ｓ
３４０）をさらに含んで構成されることができる。ここで、緊急データを調整者に再伝送
する段階（Ｓ３４０）は、緊急データのためのスロットを用いて緊急データを再伝送する
ことができて、競合アクセス区間（ＣＡＰ）を用いて緊急データを伝送することもできる
。
【００６２】
　結局、緊急データを調整者に再伝送する段階（Ｓ３４０）は、緊急データのためのスロ
ットを用いて再伝送し、一定水準の伝送を保障して再伝送することができて、一般データ
と同様に処理し、追加的に生成されることができる緊急データの伝送をより安定的に保障
するために、競合アクセス区間（ＣＡＰ）を用いて伝送することもできる。
【００６３】
　以上、実施例を参照して説明したが、当技術分野の熟練した当業者は添付の特許請求の
範囲に記載した本発明の思想及び領域を外れない範囲内で本発明を多様に修正及び変更さ
せることができることは理解することができるであろう。
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